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公設試との連携のもと躍進する企業
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経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵

庫県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間1,000

件以上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り

豊かな企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少ない

加工産業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業がたくさ

んあります。そんな企業に出会えることも私たちの強みの一つです。

当局では、そんな企業の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉え、

広く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 - 企業

訪問から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

今回の「KIZASHI vol.23」では、「公設試との連携のもと躍進する企業」をお届け

します。

公設試とは、地方自治体が設立した公設試験研究機関の略称で、工業の振興や技術開

発の拠点として運営するモノづくりの支援機関で、企業への技術指導、依頼試験や共同

研究等の機能を有する機関です。また、産業界が求める技術開発ニーズに対応し、イノ

ベーションの創出を支援することも目的としています。

そこで今回は、公設試の活用をきっかけに躍進している、食品加工や医療機器、金属

加工など幅広い業種の中小企業等、１１社を特集しました。

事業環境の変化を捉え、多様な課題解決や新規事業の開拓に挑戦する１１社の熱い想

い、また、その熱い想いを受け止め、悩みの本質を引き出して一緒に考え、実現に向け

てサポートする公設試の姿を感じていただけますと幸いです。本誌が、公設試をよく知

らない、もしくは、敷居が高いと感じて利用を躊躇されていた方に、公設試を身近に感

じていただき、気軽にご活用いただく一歩になれば幸いです。

2023年11月

近畿経済産業局 地域連携推進課

中小企業政策調査課

Information - Vol.23-
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＃骨再建材料、＃眼鏡用材料メーカー、#福井県工業技術センター

ヤマウチマテックス・エンジニアリング
株式会社

KIZASHI

3

金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
導
入
で
医

療
機
器
分
野
に
参
入

ヤ
マ
ウ
チ
マ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
、
チ
タ
ン
の
加

工
専
門
集
団
だ
。
チ
タ
ン
は
軽
量
で
耐

食
性
に
優
れ
て
い
る
が
鉄
の
２
倍
の
強

度
を
持
ち
加
工
が
難
し
い
素
材
。
そ
ん

な
チ
タ
ン
の
加
工
技
術
と
厳
格
な
品
質

管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
同
社
は
繊
細
さ
と

機
能
性
が
求
め
ら
れ
る
眼
鏡
材
料
の
製

造
・
加
工
事
業
で
磨
き
上
げ
て
き
た
。

同
社
は
、
こ
の
チ
タ
ン
加
工
技
術
の

強
み
を
活
か
し
た
自
社
製
品
の
開
発
等

を
通
じ
て
、
経
営
の
多
角
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に

導
入
し
た
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
と
、
自

社
の
技
術
力
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で

強
み
を
打
ち
出
せ
る
用
途
を
探
る
べ
く
、

様
々
な
分
野
の
学
会
や
展
示
会
等
へ
参

加
し
た
。
そ
の
中
で
、
富
山
大
学
安
田

剛
敏
准
教
授
が
研
究
す
る
、
骨
悪
性
腫

瘍
に
対
す
る
、
骨
腫
瘍
を
切
除
し
、
骨

欠
損
部
を
再
建
す
る
治
療
法
が
目
に
留

ま
り
、
強
度
や
生
体
適
合
性
及
び
カ
ス

タ
ム
メ
イ
ド
が
求
め
ら
れ
る
点
で
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
を
活
用
し
た
同
社
の
チ
タ
ン

加
工
技
術
を
活
か
せ
る
と
考
え
、
人
工

骨
幹
の
開
発
を
決
断
し
た
。

患者のQOLを高める、
チタン合金製カスタムメイド「人工骨幹」の開発

ヤマウチマテックス・エンジニアリング株式会社 代表取締役 山内 隆嗣

（※）中小企業が大学・公設試等の研究機関等と連携して行う研究開発、試作品開発及び販路開拓への取組を
支援する事業
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ヤマウチマテックス・エンジニアリング株式会社
・設立：2010年
・資本金：500万円
・従業員数：19名

・業種：チタン線材加工・チタン合金３Ｄ積層造形
・所在地：福井県福井市問屋町２丁目２２番地
・URL：http://www.matex.co.jp/medical

国
内
未
開
拓
の
動
物
医
療
分
野
へ

の
挑
戦

同
社
の
次
の
展
開
は
、
得
意
と
す
る

繊
細
な
加
工
技
術
が
活
か
せ
る
小
型
犬

の
人
工
骨
の
開
発
で
あ
る
。
日
本
に
お

け
る
犬
用
の
人
工
骨
の
研
究
は
海
外
ほ

ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
輸
入
品
か
つ
自
由

診
療
に
よ
る
高
額
の
治
療
費
が
飼
い
主

の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
海
外
製
品
は
大
型
犬
製
品
が
メ
イ
ン

で
あ
り
、
小
型
犬
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

う
家
庭
が
多
い
日
本
で
は
、
人
工
骨
の

入
手
が
困
難
で
あ
る
。

研
究
開
発
で
得
た
多
大
な
デ
ー
タ
を

犬
用
に
転
用
し
つ
つ
も
、
人
と
は
違
う

犬
に
特
化
し
た
研
究
を
重
ね
、
日
常
診

療
に
お
け
る
使
用
の
目
標
時
期
を

２
０
２
５
年
に
定
め
、
動
物
病
院
と
の

連
携
に
よ
り
開
発
を
進
め
て
い
る
。

産
官
学
連
携
の
研
究
開
発
及
び
保

険
適
用
に
向
け
た
取
り
組
み

未
知
の
医
療
機
器
分
野
へ
飛
び
込
ん

だ
同
社
は
、
サ
ポ
イ
ン
（※

）
等
の
補

助
金
や
、
大
学
、
公
設
試
を
活
用
し
て

開
発
を
進
め
た
。
安
田
准
教
授
の
卓
越

し
た
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
べ
く
、

富
山
大
学
協
力
の
下
で
の
臨
床
研
究
や
、

福
井
大
学
な
ら
び
に
福
井
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
の
強
度
等
の
評
価
や
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
共
同
研
究
を
推
進
。
ま
た
、

研
究
に
並
行
し
て
、
人
工
骨
幹
の
耐
久

性
や
製
造
段
階
の
異
物
混
入
対
策
の
ほ

か
、
各
種
認
証
等
の
取
得
に
向
け
た
厳

格
な
検
査
へ
の
対
応
や
、
不
測
の

医
者
と
患
者
双
方
の
負
担
軽
減
に

寄
与
す
る
人
工
骨
幹

近
年
は
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
が

ん
発
症
後
の
余
命
が
延
長
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
病
気
と
共
存
す
る
期
間
も

伸
び
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
転
移

へ
の
対
応
や
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
へ
の
配
慮

が
一
層
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

上
腕
骨
悪
性
腫
瘍
を
切
除
す
る
場
合
、

肩
関
節
は
無
事
で
も
関
節
も
含
め
て
切

除
し
、
人
工
肩
関
節
を
使
用
し
上
腕
骨

を
再
建
す
る
の
が
主
流
。
こ
の
再
建
方

法
で
は
、
人
工
関
節
に
よ
る
腕
の
動
き

の
違
和
感
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
て
い

た
。
安
田
准
教
授
の
研
究
は
、
肩
関
節

を
温
存
し
て
腫
瘍
に
侵
さ
れ
た
骨
幹
の

み
を
切
除
し
、
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
人

工
骨
幹
で
切
除
部
分
を
再
建
す
る
手
術

法
だ
。

事
態
を
想
定
し
た
生
産
体
制
の
構
築
等

の
ス
テ
ッ
プ
を
着
実
に
こ
な
し
、
開
発

か
ら
約
７
年
後
の
２
０
２
３
年
３
月
に

保
険
適
用
可
能
な
人
工
骨
幹
が
完
成
し

た
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
人
工
骨

幹
の
製
作
期
間
は
、
約
２
週
間
に
か
か

る
が
、
患
者
の
日
常
生
活
動
作
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
。

切除部分を再建する
CRAD®上腕骨用カスタムメイド人工骨幹

（左）
ネイルタイプ

（右）
プレートタイプ



＃金属熱処理加工、＃水素抑制浸炭処理、＃滋賀県工業技術センター

國友熱工株式会社
KIZASHI

5

豊
富
な
実
績
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く

技
術
に
よ
る
金
属
熱
処
理
加
工

國
友
熱
工
株
式
会
社
は
、
金
属
の
熱

処
理
・
表
面
改
質
加
工
、
特
に
、
炭
素

を
金
属
表
面
に
高
温
で
浸
み
込
ま
せ
て

硬
化
さ
せ
る
「
浸
炭
処
理
」
に
強
み
を

持
つ
企
業
で
あ
る
。
豊
富
な
加
工
実
績

及
び
デ
ー
タ
の
蓄
積
か
ら
開
発
し
た
技

術
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
大
企
業
の
熱
処

理
認
定
工
場
と
し
て
、
厳
し
い
環
境
下

に
耐
え
う
る
硬
度
や
耐
摩
耗
性
等
が
求

め
ら
れ
る
部
品
の
加
工
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
浸
炭
処
理
の
高
精
度
化
の
た

め
、
同
社
は
業
界
に
先
駆
け
真
空
炉
を

導
入
し
、
サ
ポ
イ
ン
事
業
で
独
自
の
熱

処
理
技
術
を
確
立
。
一
般
的
に
浸
炭
処

理
に
多
く
使
わ
れ
る
ガ
ス
炉
と
は
異
な

り
、
真
空
状
態
の
炉
内
で
処
理
す
る
こ

と
で
酸
素
に
触
れ
る
こ
と
な
く
浸
炭
処

理
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ

2

の
発
生
が
少
な
く
、
環
境
保
全
の

面
に
も
配
慮
し
た
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ

た
滋
賀
県
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
、
真
空
炉
技
術
を
応
用
し
、
炉
内
の

水
素
を
減
少
さ
せ
る
浸
炭
処
理
を
開
発

し
た
。

真
空
浸
炭
炉
に
よ
る
水
素
侵
入
の

抑
制
技
術
を
共
同
開
発

熱
処
理
加
工
に
よ
り
高
強
度
化
さ
れ

金属部品の強度・靭性を向上する
「水素抑制浸炭焼入技術」

國友熱工株式会社 代表取締役社長 坪田 輝一

（※）空孔性欠陥：物質中に存在する空洞の欠陥
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國友熱工株式会社
・設立：1966年
・資本金：2,500万円
・従業員数：35名

・業種：金属熱処理、表面改質加工
・所在地：滋賀県蒲生郡竜王町大字弓削1218（竜王工場）
・URL：http://www.kunitomo-nekkou.co.jp/

破
断
面
観
察
等
の
デ
ー
タ
か
ら
、
鋼
材

表
面
に
適
切
な
量
の
炭
素
を
供
給
す
る

と
同
時
に
、
水
素
侵
入
を
最
小
化
す
る

条
件
及
び
方
法
を
検
討
し
た
。

こ
の
結
果
、
浸
炭
工
程
か
ら
焼
入
れ

冷
却
工
程
に
お
け
る
水
素
含
有
量
の
変

化
に
脆
化
防
止
の
鍵
が
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
、
加
熱
浸
炭
処
理
時
の
水
素
侵

入
を
防
ぐ
処
理
方
法
を
確
立
し
た
。
こ

の
方
法
に
よ
り
、
疲
労
寿
命
を
従
来
法

の
２
倍
程
度
に
延
長
。
ま
た
、
従
来
と

同
程
度
の
強
度
と
靭
性
を
小
型
化
し
て

も
維
持
す
る
効
果
も
確
認
さ
れ
、
製
品

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
環
境
負
荷
軽
減
も

期
待
で
き
る
。

新
し
い
技
術
の
ヒ
ン
ト
は
未
解
明

な
熱
処
理
に
あ
る

同
社
は
、
自
社
技
術
を
他
社
の
課
題

解
決
に
役
立
て
、
業
界
の
技
術
力
向
上

に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
も
対
応
す
る
。

更
に
、
蓄
積
さ
れ
た
素
材
の
知
識
及

び
熱
処
理
技
術
か
ら
、
他
社
と
連
携
し
、

炭
素
分
野
等
金
属
以
外
の
素
材
へ
の
展

開
の
検
討
を
始
め
た
。

「
水
素
抑
制
浸
炭
焼
入
技
術
」
は
、
熱

処
理
技
術
に
存
在
す
る
、
判
然
と
し
な

い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
か
ら
誕
生
し
た
。

今
後
も
、
熱
処
理
加
工
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
謎
の
解
明
か
ら
、
金
属
と
い
う
分

野
を
超
え
た
技
術
の
開
発
を
追
求
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
空
孔
性
欠
陥

が
形
成
さ
れ
る
と
金
属
部
材
の
使
用
中

に
負
荷
さ
れ
る
応
力
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
欠
陥
の
結
合
・
拡
大
に
よ
っ
て
破
断

に
至
る
と
考
え
た
。
（
図
①
参
照
）

同
社
は
浸
炭
焼
入
れ
工
程
に
お
け
る

水
素
の
侵
入
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
強

度
と
靭
性
の
両
方
を
兼
備
し
、
脆
化
を

回
避
す
る
熱
処
理
を
真
空
浸
炭
炉
に
よ

り
実
現
し
た
い
と
考
え
た
。

浸
炭
処
理
工
程
の
炉
内
水
素
量
最

適
化
を
追
求
し
水
素
侵
入
抑
制
処

理
を
開
発

よ
り
強
固
か
つ
破
断
し
難
い
熱
処
理

加
工
を
目
指
し
、
浸
炭
処
理
工
程
毎
の

拡
散
性
水
素
量
、
空
孔
性
欠
陥
測
定
や

た
金
属
製
品
で
あ
っ
て
も
製
造
過
程
や

使
用
中
に
侵
入
し
た
水
素
に
よ
り
、
突

然
破
断
す
る
現
象
が
発
生
す
る
。

こ
れ
は
、
一
般
的
に
金
属
表
面
か
ら

侵
入
し
た
水
素
に
よ
る
脆
化
と
云
わ
れ
、

大
き
く
３
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。
同
社
は
浸
炭
処
理
の
過
程

で
被
処
理
品
に
侵
入
し
た
水
素
が
、
焼

入
れ
変
態
時
の
空
孔
性
欠
陥
（※

）
形

成
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
、
開
発
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
浸
炭
焼
入
れ
過
程
で
水

素
が
多
量
に
侵
入
し
た
場
合
は
、
大
き

な
空
孔
性
欠
陥
が
多
く
形
成
さ
れ
、
逆

に
ほ
と
ん
ど
水
素
が
侵
入
し
な
い
場
合

は
、
非
常
に
小
さ
な
空
孔
性
欠
陥
の
形

成
が
主
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

図①（同社ホームページより引用）

浸炭焼入層の引張試験（SSRT試験）結果

浸炭焼入れ・焼戻し後の試験片の
SSRT試験による応力・伸び線図



＃伝統的工芸品、＃彦根仏壇、#滋賀県東北部工業技術センター

合同会社NANAPLUS
KIZASHI
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若
い
世
代
が
伝
統
「
彦
根
仏
壇
」

に
現
代
の
感
性
を
吹
き
込
む

彦
根
仏
壇
は
仏
壇
業
界
で
初
め
て
の

「
伝
統
的
工
芸
品
（※

）
」
だ
。
合
同

会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
ナ
ナ
プ
ラ

ス
）
は
、
彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合
の

有
志
組
合
員
に
よ
る
「
若
い
世
代
の
感

性
に
訴
え
る
製
品
づ
く
り
」
を
目
指
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
設
立

さ
れ
、
彦
根
仏
壇
の
伝
統
技
術
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、
若
い
世
代
の
感
性
に
馴
染

む
新
た
な
仏
壇
の
製
作
を
目
指
す
。
社

名
の
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
は
、
分
業
制

の
彦
根
仏
壇
が
「
工
部
七
職
」
と
呼
ば

れ
る
７
つ
の
製
造
工
程
で
成
立
し
て
い

る
こ
と
が
由
来
だ
。

彦根仏壇の技術で現代の新しい祈りのかたちを
体現した「自由壇（フリーだん）」の開発

合同会社NANAPLUS
代表社員 伊藤 義孝、井上 昌一、吉田 彰浩

彦
根
仏
壇
の
伝
統
技
術
を
活
用
し

広
い
世
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

「
自
由
壇
」
の
開
発

彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
し
た
、
若
者
の
祈
り

や
供
養
に
対
す
る
考
え
方
の
調
査
に
お

い
て
、
若
者
も
祈
り
を
大
切
に
す
る
が
、

従
来
の
仏
壇
は
大
型
・
高
価
で
、
手
を

出
し
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
「
時
代
と
共
に
祈
り

の
か
た
ち
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
祈
り
に

込
め
る
気
持
ち
や
祈
る
時
間
は
不
変
」

と
確
信
し
た
同
社
は
、
古
来
よ
り
受
け

（※）伝統的工芸品
特定の技術、技法、原材料で製作され、経済産業大臣の指定を受けた工芸品。
伝統工芸品には、その証としてシンボルマーク「伝統マーク」が貼付される。

@宗教工芸社
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合同会社NANAPLUS
・設立：2020年
・資本金：100万円
・従業員数：3名

・業種：自由壇・仏壇・仏具・位牌等の製造・販売
・所在地：滋賀県彦根市新町39
・URL：https://www.nanaplus.jp/

趣
向
を
凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
故
に
、
仏

壇
本
来
の
機
能
不
足
や
価
格
設
定
等
で

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず

断
念
し
た
。
そ
の
後
、
同
社
の
デ
ザ
イ

ン
担
当
顧
問
を
務
め
る
、
「
伝
統
」
と

「
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
双
方
に
造
詣
の

深
い
乾
陽
亮
設
計
事
務
所
の
乾
氏
と
の

出
会
い
に
よ
り
、
祈
り
、
デ
ザ
イ
ン
、

価
格
等
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
現
在
の

「
自
由
壇
」
の
完
成
に
至
っ
た
。

「
自
由
壇
」
の
素
材
に
は
、
滋
賀
県

を
想
起
す
る
工
芸
品
を
採
用
し
た
い
と

の
想
い
か
ら
、
伝
統
的
工
芸
品
「
信
楽

焼
」
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
有
名
な
長
浜

市
の
「
ガ
ラ
ス
」
等
も
採
用
し
た
。
各

産
地
の
実
情
に
精
通
す
る
滋
賀
県
東
北

部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
同
セ

ン
タ
ー
」
）
の
職
員
が
「
自
由
壇
」
の

継
が
れ
る
祈
り
の
心
と
現
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
繋
ぐ
新
感
覚
の
彦
根
仏
壇

「
自
由
壇
（
フ
リ
ー
だ
ん
）
」
を
開
発
。

彦
根
仏
壇
の
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
若
い
世
代
の
感
性
に
寄
り
添
っ

た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
モ
ダ
ン
な
「
自

由
壇
」
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
幅
広

い
層
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
る
。

地
域
の
代
表
的
な
工
芸
品
が
融
合

さ
れ
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
モ
ダ

ン
な
ス
タ
イ
ル

「
自
由
壇
」
は
当
初
、
「
現
代
の
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
」
重
視
で
開
発
を
進
め
た
。
し
か
し
、

伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
で
新
し
い

祈
り
の
か
た
ち
の
提
案
へ
挑
戦
を

続
け
る

同
社
は
誰
で
も
気
軽
に
「
自
由
壇
」

の
世
界
観
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
提
案
で
、
「
自
由
壇
」

を
仮
想
体
験
で
き
る
ア
プ
リ
「
バ
ー

チ
ャ
ル
自
由
壇
」
を
提
供
す
る
。

ア
プ
リ
上
に
同
社
の
「
自
由
壇
」
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
紹
介
し
、
製
品
毎
に

扉
の
開
閉
、
ろ
う
そ
く
や
線
香
に
火
を

つ
け
た
雰
囲
気
、
余
韻
の
あ
る
〝
お
り

ん
〟
の
音
色
が
体
験
で
き
る
。

今
回
の
開
発
を
通
じ
て
、
彦
根
仏
壇

の
新
た
な
可
能
性
に
手
応
え
を
感
じ
た

同
社
は
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
仏
壇

等
、
毎
年
の
新
製
品
の
開
発
を
目
標
と

す
る
ほ
か
、
博
物
館
等
向
け
の
高
級
感

の
あ
る
展
示
台
等
、
新
た
な
用
途
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
に

は
同
セ
ン
タ
ー
が
保
有
す
る
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
で
の
試
作
等
へ
の
挑
戦
を
考
え

て
い
る
。
今
後
も
、
人
々
の
祈
り
に
対

す
る
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掴
み
つ
つ
、

職
人
の
も
の
づ
く
り
に
向
か
う
姿
勢
は

そ
の
ま
ま
に
、
新
し
い
「
祈
り
」
の
体

現
や
彦
根
仏
壇
の
新
た
な
価
値
の
創
出

に
取
り
組
む
。

企
画
に
携
わ
っ
て
い
た
た
め
、
産
地
間

の
連
携
が
円
滑
に
進
み
実
現
し
た
。



＃西陣唯一の天鵞絨メーカー、＃天鵞絨パフ、＃大学連携、#京都市産業技術研究所

株式会社杣長
KIZASHI
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西
陣
で
唯
一
の
天
鵞
絨
（
ビ
ロ
ー

ド
）
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
杣
長
（
そ
ま
ち
ょ
う
）
は

京
都
・
西
陣
で
創
業
90

年
の
ビ
ロ
ー

ド
を
製
造
す
る
老
舗
企
業
で
あ
る
。
か

つ
て
西
陣
地
域
は
、
日
本
に
お
け
る
ビ

ロ
ー
ド

発
祥
の
地
と
呼
ば
れ
多
く
の

工
場
が
稼
働
し
て
い
た
が
、
現
在
は
同

社
が
西
陣
唯
一
と
な
っ
た
。
同
社
の
ビ

ロ
ー
ド
は
、
衣
類
や
雑
貨
及
び
イ
ン
テ

リ
ア
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で

も
羽
毛
の
よ
う
な
光
沢
と
風
合
い
を
兼

ね
備
え
た
約
30

種
類
に
及
ぶ
化
粧
用

パ
フ
生
地
は
、
化
粧
用
パ
フ
メ
ー
カ
ー

に
お
い
て
高
級
ラ
ン
ク
と
さ
れ
、
国
産

化
粧
用
パ
フ
用
生
地
市
場
の
約
６
割
を

占
め
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
受
注
生
産
へ
特
化

し
た
結
果
、
シ
ェ
ア
は
確
保
で
き
て
い

る
も
の
の
、
パ
フ
生
地
の
使
用
感
な
ど

の
特
性
を
把
握
す
る
機
会
が
な
か
っ
た

こ
と
が
、
取
引
先
へ
の
提
案
力
、
ひ
い

て
は
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
課
題
で
あ

る
と
、
杣
常
務
は
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
常
務
は
、
生
地
ご
と
の
使
用

感
等
の
特
性
に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
、

地
方
独
立
行
政
法
人
京
都
市
産
業
技
術

研
究
所
を
訪
ね
た
。

産
官
学
で
生
地
の
評
価
を
確
立
し

て
化
粧
用
パ
フ
を
開
発

一
般
的
に
、
生
地
の
肌
触
り
に
影
響

大学生と共同開発した化粧用パフ「hanapuff」

株式会社杣長 常務取締役 杣 建太朗
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株式会社杣長
・設立：1964年
（創業1933年）
・資本金：2,200万円
・従業員数：10名

・業種：パフ生地や服地の製造、販売
・所在地：京都市上京区室町通上立売上ル東入

柳図子町304番地
・URL：https://somacho.co.jp/

た
成
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
使
用
者

の
声
を
直
接
聞
く
機
会
は
、
社
内
に
お

け
る
新
た
な
企
業
風
土
の
創
生
の
転
機

に
な
り
、
新
規
事
業
に
意
欲
的
に
な
っ

た
。こ

れ
ら
の
経
験
か
ら
、
自
分
を
大
事

に
す
る
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
ー
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
ー
」
を
立

ち
上
げ
、
糸
や
染
色
加
工
、
縫
製
等
、

製
造
工
程
に
関
わ
る
取
引
先
等
と
共
同

で
進
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。同

社
は
、
今
後
も
京
都
市
産
業
技
術

研
究
所
と
の
連
携
を
通
じ
て
ビ
ロ
ー
ド

生
地
の
新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
つ
つ
、

消
費
者
に
同
社
が
手
掛
け
る
高
品
質
な

パ
フ
生
地
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
更
に
増
や
し
、
ビ
ロ
ー
ド
の
伝
統

を
繋
い
で
い
く
。

そ
こ
で
、
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所

は
、
同
社
の
課
題
解
決
の
一
助
に
な
る

と
の
期
待
か
ら
、
同
大
学
と
連
携
し
た

使
用
感
評
価
お
よ
び
化
粧
用
パ
フ
の
開

発
を
提
案
し
、
調
整
を
経
て
連
携
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
で
の
研
究

結
果
を
基
に
サ
ン
プ
ル
生
地
を
選
定
し
、

学
生
の
使
用
感
か
ら
評
価
に
適
し
た
用

語
や
評
価
条
件
を
確
立
し
た
。
ま
た
商

品
開
発
で
は
、
大
学
生
が
好
む
パ
フ
生

地
を
用
い
た
京
都
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
が

コ
ン
セ
プ
ト
の
パ
フ
「h

a
n

a
p

u
ff

」

（
ハ
ナ
パ
フ
）
を
企
画
し
、
２
０
２
１

年
、
大
学
内
で
販
売
し
た

。
こ
の
一

連
の
取
組
は
、
自
社
商
品
の
定
量
的
な

特
性
の
把
握
に
な
り
、
新
商
品
開
発
に

繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

今
回
の
連
携
は
同
社
に
と
っ
て
「
ブ

ラ
シ
等
の
代
替
製
品
の
登
場
で
パ
フ
使

用
者
は
減
少
傾
向
と
思
っ
て
い
た
が
、

予
想
以
上
に
高
評
価
で
、
若
い
女
性
の

好
む
肌
触
り
や
デ
ザ
イ
ン
の
嗜
好
等
、

使
用
者
の
生
の
声
に
触
れ
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
た
」
と
常
務
は
話
す
。

連
携
の
経
験
が
次
の
挑
戦
へ
の
一

歩
に初

め
て
の
産
官
学
連
携
は
、
取
組
の

進
捗
管
理
等
、
京
都
市
産
業
技
術
研
究

所
の
サ
ポ
ー
ト
で
当
初
の
想
定
を
超
え

す
る
力
学
特
性
を
測
定
す
る
際
に
は
、

摩
擦
測
定
機
を
使
用
す
る
が
、
同
社
の

生
地
は
、
一
般
的
な
生
地
と
は
異
な
り
、

厚
み
が
あ
り
、
パ
イ
ル
の
毛
羽
が
多
い

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
た
め
同
じ
測
定
方

法
を
用
い
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ

こ
で
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
は
、
ビ

ロ
ー
ド
生
地
に
ふ
さ
わ
し
い
測
定
方
法

を
検
討
し
、
力
学
特
性
値
を
得
た
が
、

得
ら
れ
た
特
性
値
と
人
の
使
用
感
が
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
の
調
査
が

必
要
で
あ
る
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

他
方
、
当
時
、
京
都
光
華
女
子
大
学

で
は
、
商
品
企
画
等
を
通
じ
て
、
企
業

の
リ
ア
ル
な
課
題
を
解
決
す
る
産
官
学

連
携
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
連
携

先
企
業
を
探
し
て
い
た
。



＃レーザ加工、＃人材確保、#大阪産業技術研究所和泉センター

富士高周波工業株式会社
KIZASHI
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レ
ー
ザ
熱
処
理
加
工
の
パ
イ
オ
ニ
ア

富
士
高
周
波
工
業
株
式
会
社
は
、
金

属
熱
処
理
加
工
の
プ
ロ
集
団
だ
。
創
業

以
来
65

年
磨
き
続
け
る
高
周
波
焼
入

れ
（※

１
）
技
術
と
近
年
新
た
に
獲
得

し
た
レ
ー
ザ
熱
処
理
加
工
技
術
を
、
同

社
が
保
有
す
る
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

加
工
設
備
に
適
用
し
、
微
細
な
加
工
か

ら
大
型
の
加
工
ま
で
、
多
様
な
金
属
の

部
分
熱
処
理
加
工
を
行
う
。

同
社
は
２
０
０
８
年
に
国
内
で
先
駆

け
て
レ
ー
ザ
焼
入
れ
（※

２
）
設
備
を

導
入
し
た
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
加
熱
す

る
レ
ー
ザ
熱
処
理
は
、
歪
み
の
低
減
の

ほ
か
、
冷
却
工
程
で
水
や
油
等
を
使
用

し
な
い
た
め
廃
液
処
理
が
不
要
で
、
環

境
負
荷
が
少
な
い
点
が
特
長
だ
。
高
品

質
・
低
価
格
で
提
供
す
る
同
社
の
受
託

加
工
は
２
万
５
千
ア
イ
テ
ム
、
１
０
０

社
も
の
試
作
・
開
発
実
績
を
有
す
る
。

レーザ技術を活用した最新の金属の表面改質技術

富士高周波工業株式会社 代表取締役 後藤 光宏

研
究
発
表
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
レ
ー
ザ
熱
処
理
設
備
を
導
入

同
社
代
表
取
締
役
の
後
藤
氏
は
就
任

前
の
数
年
間
、
高
周
波
熱
処
理
加
工
と

並
ぶ
新
事
業
の
開
拓
を
模
索
し
て
い
た
。

そ
ん
な
折
に
興
味
本
位
で
参
加
し
た
、

大
阪
府
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
現

地
方
独
立
行
政
法
人
大
阪
産
業
技
術
研

究
所
和
泉
セ
ン
タ
ー
）
主
催
の
研
究
発

表
会
で
、
レ
ー
ザ
焼
入
れ
に
目
が
留
ま

（※１）高周波焼入れ：誘導加熱による加熱プロセスで、コイルに高周波電流を流し磁界を発生させ、その中に加熱する金属を置くと、
金属内にコイルに流した電流の向きと逆向きの渦電流が発生し、被加熱物金属表面に電流が流れ、誘導加熱が発生する。

（※２）レーザ焼入れ：レーザ発振器から照射されたレーザ光がファイバー、光学系を介して、ワークに照射された部分のみ加熱される方法。
（※３）レーザクラッディング：レーザを熱源として、粉末やワイヤーを溶融させ、基材表面に同種または、異種材を肉盛り、被膜する技術。
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富士高周波工業株式会社
・設立：1958年
・資本金：1,800万円
・従業員数：24名

・業種：金属熱処理加工
・所在地：堺市堺区遠里小野町2丁3番15号
・URL： https://www.fuji-koushuha.co.jp/

大
し
、
業
種
も
多
様
化
し
た
こ
と
で
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
触
れ
る
機
会

の
増
加
か
ら
提
案
力
が
向
上
し
、
更
な

る
受
注
増
加
の
好
循
環
を
生
み
、
レ
ー

ザ
熱
処
理
加
工
は
高
周
波
熱
処
理
加
工

と
並
ぶ
事
業
の
柱
に
成
長
し
た
。

次
に
後
藤
氏
の
提
案
か
ら
、
同
研
究

所
と
共
同
で
、
既
存
の
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ

デ
ィ
ン
グ
加
工
で
発
生
す
る
、
製
品
へ

の
加
熱
か
ら
生
じ
る
歪
み
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
に
与
え
る
熱
影

響
を
最
小
化
す
る
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の

レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
（※

３
）
技

術
を
開
発
し
た
。
開
発
に
お
い
て
、
同

社
保
有
設
備
の
性
能
で
は
納
得
で
き
る

成
果
が
出
な
い
た
め
、
更
に
高
額
な

レ
ー
ザ
設
備
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

そ
の
結
果
、
共
同
研
究
で
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
技
術
の
確

立
に
成
功
し
、
大
幅
な
歪
み
軽
減
を
可

能
に
し
た
。

こ
の
判
断
は
、
多
様
か
つ
難
易
度
の

高
い
熱
処
理
加
工
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対

応
を
可
能
に
し
、
コ
ス
ト
及
び
技
術
面

の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴

い
顧
客
は
地
元
中
心
か
ら
全
国
へ
と
拡

っ
た
。
後
藤
氏
は
事
業
と
の
関
連
性
や

将
来
性
を
感
じ
、
同
研
究
所
主
催
の
研

修
へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
発
表
者
の
職

員
と
の
交
流
を
重
ね
た
。
更
に
独
自
の

調
査
も
ふ
ま
え
て
有
望
分
野
と
確
信
し
、

そ
の
１
年
後
、
高
額
の
レ
ー
ザ
焼
入
れ

設
備
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

変
化
や
課
題
を
前
向
き
に
捉
え
、

時
代
の
一
歩
先
を
恐
れ
ず
に
進
む

同
社
は
、
国
内
同
業
者
が
熱
処
理
加

工
技
術
の
向
上
に
よ
り
競
争
力
を
高
め

る
た
め
、
自
社
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
加

工
事
例
等
を
自
社
サ
イ
ト
上
に
掲
載
す

る
な
ど
技
術
の
普
及
に
取
り
組
む
。
こ

の
一
環
で
、
国
内
企
業
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
に
よ
り
海
外
事
業
所

へ
の
技
術
提
供
を
開
始
し
た
。
更
に
、

事
業
再
構
築
補
助
金
を
活
用
し
、
国
内

に
先
駆
け
て
材
料
に
金
属
ワ
イ
ヤ
ー
を

使
用
す
る
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、
大
学
と
の
共
同
研
究
を
進
め
る

な
ど
、
熱
処
理
技
術
の
高
み
を
目
指
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
敏
感
に

捉
え
、
熱
処
理
加
工
で
起
業
に
関
心
の

あ
る
学
生
を
採
用
し
新
規
事
業
を
担
当

さ
せ
、
ま
た
、
高
齢
の
従
業
員
に
も
無

理
の
な
い
勤
務
形
態
も
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
既
存
概
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
柔
軟
な
働
き
方
を
許
容
す
る
企
業
文

化
の
形
成
な
ど
を
通
じ
て
「
社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
会
社
で
あ
り
続
け
る
」
企

業
理
念
を
実
現
す
る
。

産
学
官
連
携
の
共
同
研
究
で
、
同

社
の
レ
ー
ザ
熱
処
理
加
工
技
術
の

礎
を
確
立

同
設
備
の
導
入
後
、
経
済
産
業
省
の

戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業

（
サ
ポ
イ
ン
）
に
採
択
さ
れ
、
同
研
究

所
及
び
公
立
大
学
法
人
滋
賀
県
立
大
学

と
の
共
同
研
究
で
、
従
来
の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
レ
ー
ザ
熱
処
理

を
、
工
程
の
逆
転
に
よ
り
基
材
の
硬
さ

や
密
着
強
度
を
向
上
さ
せ
、
高
精
度
で

低
価
格
か
つ
環
境
に
優
し
い
画
期
的
な

熱
処
理
技
術
を
確
立
し
た
。
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パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
未
利
用
部
と
沖
縄

自
生
の
花
か
ら
生
ま
れ
た
１
０
０
％

植
物
由
来
の
美
容
水

プ
ラ
ン
ド
ゥ
シ
ー

・
メ
デ
ィ
カ
ル
株

式
会
社
は
代
表
取
締
役
の
服
部
氏
が
医

療
機
器
卸
売
業
と
し
て
創
業
後
、
健
康

食
品
や
医
薬
品
部
外
品
及
び
化
粧
品
等

の
製
造
・
販
売
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
へ
事
業
を
拡

大
し
た
。

同
社
の
化
粧
品
「
ア
ナ
ナ
ス
美
容

水
」
は
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
独
自
技

術
で
開
発
し
た
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
乳
酸

桿
菌
培
養
液
」
と
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

蒸
留
し
て
得
ら
れ
た
水
分
を
使
用
し
た

精
製
水
不
使
用
の
１
０
０
％
植
物
由
来

の
美
容
液
で
あ
る
。
同
培
養
液
は
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
果
芯
部
や
外
皮
等
の
廃

棄
部
分
の
残
渣
を
、
サ
ガ
リ
バ
ナ
由
来

の
乳
酸
菌
で
培
養
し
た
も
の
で
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
酵
素
に
よ
る
肌
の
柔
軟
効
果

及
び
サ
ガ
リ
バ
ナ
由
来
の
乳
酸
菌
の
働

き
に
よ
る
美
白
効
果
が
期
待
さ
れ
、
同

様
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
馬
や
豚
を
原

材
料
と
す
る
動
物
性
プ
ラ
セ
ン
タ
エ
キ

ス
に
匹
敵
、
ま
た
は
一
部
の
効
能
に
お

い
て
は
数
倍
と
の
研
究
結
果
も
あ
る
。

独自技術「パイナップル乳酸桿菌培養液」を使用した
美容液「アナナス美容水」

プランドゥシー・メディカル株式会社
代表取締役 服部 優親

サ
ガ
リ
バ
ナ
由
来
の
乳
酸
菌
が
植
物

性
プ
ラ
セ
ン
タ
研
究
の
転
換
点
に

プ
ラ
セ
ン
タ
エ
キ
ス
は
、
美
容
効
果

へ
の
期
待
か
ら
健
康
食
品
や
化
粧
品
等

※１ プラセンタを配合した健康食品・化粧品の製造販売を主な事業とするプランドゥシー・
メディカル株式会社のグループ会社。

※２ 株式会社ドールが展開する、まだ美味しく食べられるにもかかわらず、流通過程におけ
る様々な要因により捨てざるを得ない規格外フルーツの廃棄削減を目指すプロジェクト。
近年では、葉や果芯部など不可食部を加工した商品の展開など、取り組みの幅を広げている。
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プランドゥシー・メディカル株式会社
・設立：1983年
・資本金：3,000万円
・従業員数：20名

・業種：医療器具、化粧品の製造業及び医薬部外品製
造販売、健康食品の製造及び販売、医療器具卸業

・所在地：大阪市都島区都島中通1-16-16
・URL： https://pdsm.co.jp/

産
官
学
連
携
の
共
同
研
究

に
使
用
さ
れ
る
が
、
一
部
の
消
費
者
に

は
動
物
性
を
理
由
に
使
用
へ
の
抵
抗
感

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
服
部
氏
は
抵
抗

感
の
払
拭
へ
の
期
待
か
ら
、
植
物
由
来

の
「
植
物
性
プ
ラ
セ
ン
タ
」
を
使
用
し

た
製
品
開
発
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

プ
ラ
セ
ン
タ
エ
キ
ス
の
仕
入
れ
先
の
ホ

ス
ミ
ン
栄
養
化
学
工
業
株
式
会
社(※

１)
の
代
表
取
締
役
へ
の
就
任
を
機
に
、

「
植
物
性
プ
ラ
セ
ン
タ
」
の
開
発
を
決

意
し
た
。

「
植
物
性
プ
ラ
セ
ン
タ
」
は
、
植
物
の

種
に
含
ま
れ
る
め
し
べ
の
一
部
の
「
胎

座
」
か
ら
抽
出
さ
れ
る
エ
キ
ス
で
あ
る

が
、
製
法
等
は
不
明
で
手
探
り
の
研
究

が
続
い
た
。
そ
ん
な
中
、
沖
縄
に
自
生

す
る
“
一
夜
限
り
で
咲
く
南
国
の
花
”

と
い
う
神
秘
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ

サ
ガ
リ
バ
ナ
に
由
来
す
る
乳
酸
菌
が
、

プ
ラ
セ
ン
タ
エ
キ
ス
に
匹
敵
す
る
美
容

効
果
を
持
つ
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
。

そ
こ
で
、
同
社
は
同
乳
酸
菌
を
培
養
し

て
い
た
琉
球
大
学
か
ら
乳
酸
菌
の
入
手

機
会
を
得
て
、
材
料
の
安
定
的
確
保
の

観
点
か
ら
、
乳
酸
菌
で
培
養
す
る
植
物

を
検
討
。
調
達
に
要
す
る
コ
ス
ト
も
加

味
し
、
果
芯
部
や
外
皮
等
の
未
利
用
部

が
多
く
、
缶
詰
材
料
と
し
て
国
内
に
広

く
流
通
す
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
残
渣
と
、

サ
ガ
リ
バ
ナ
由
来
の
乳
酸
菌
を
使
用
し

た
培
養
液
開
発
へ
の
道
筋
を
付
け
た
。

「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
乳
酸
桿
菌
培
養

液
」
は
、
同
社
と
交
流
が
あ
り
植
物
の

繊
維
を
酵
素
で
分
解
す
る
技
術
を
持
つ

大
阪
府
立
大
学(

現
大
阪
公
立
大
学)

及

び
、
同
社
が
研
究
開
発
拠
点
を
置
く
、

地
方
独
立
行
政
法
人
大
阪
産
業
技
術
研

究
所
森
之
宮
セ
ン
タ
ー
と
の
産
学
官
連

携
の
共
同
研
究
に
よ
り
誕
生
し
た
。
大

阪
産
業
技
術
研
究
所
森
之
宮
セ
ン
タ
ー

の
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
へ
の
研
究
開
発
拠
点

の
設
置
は
、
利
便
性
や
経
済
性
の
ほ
か
、

機
器
の
使
用
や
技
術
相
談
等
の
サ
ポ
ー

ト
面
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
か
ら
判
断
し

た
も
の
で
、
今
回
の
研
究
で
は
サ
ガ
リ

バ
ナ
由
来
の
乳
酸
菌
の
管
理
を
担
う
。

ま
た
、
原
材
料
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
未
利

用
部
は
、
現
在
、
株
式
会
社
ド
ー
ル
が

展
開
す
る
「
も
っ
た
い
な
い
フ
ル
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」(※

２)

へ
の
参
加
を

通
じ
て
調
達
し
て
い
る
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
社
会
課
題
の
解

決
に
貢
献
す
る

手
探
り
で
始
ま
っ
た
開
発
を
通
じ
て

得
た
様
々
な
経
験
に
よ
り
、
同
社
は
事

業
を
通
じ
た
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
ア
ナ
ナ
ス
美
容
水
」
は
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
を
徹
底
的
に
意
識
し
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
で
印
刷
し
た

再
生
紙
を
、
ボ
ト
ル
に
は
バ
イ
オ
マ
ス

素
材
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来

は
そ
れ
ら
の
製
品
を
海
外
の
開
発
途
上

に
あ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
生
産
地
へ
寄
贈

し
た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
蒸
留
し
て

得
ら
れ
た
水
分
の
加
工
過
程
で
得
ら
れ

た
粉
末
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
や
ビ
タ

ミ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
栄
養
に
着
目
し
、

食
品
化
に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
お
り
、

栄
養
補
給
や
食
料
不
足
の
解
決
に
役
立

て
た
い
と
考
え
て
い
る
。
同
社
は
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て

様
々
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
突
き
止
め
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
余
す
こ
と
の
な
い
活

用
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
へ
の
挑
戦

を
続
け
る
。

同社が開発した
「アナナス美容水」

代表取締役 服部 優親氏(左)
副社長 上野 詔一氏(右)
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「
ひ
ょ
う
ご
メ
タ
ル
ベ
ル
ト
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
か
ら
誕
生
し
た
次

世
代
ゴ
ル
フ
パ
タ
ー

「
ひ
ょ
う
ご
メ
タ
ル
ベ
ル
ト
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
は
、
兵
庫
県
内
企
業
に

お
け
る
金
属
３
Ｄ
積
層
造
形
の
技
術
力

向
上
と
技
術
の
普
及
を
目
的
に
、
兵
庫

県
の
金
属
材
料
、
加
工
、
分
析
業
を
中

心
に
１
２
５
の
企
業
や
団
体
等
が
参
画

す
る
産
官
学
の
連
携
体
だ
。
活
動
拠
点

の
「
金
属
新
素
材
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、

２
０
１
９
年
に
兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
が
兵
庫
県
立
大
学
姫
路
工
学

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
開
設
。
電
子
ビ
ー
ム

型
及
び
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
型
２
種
類
の

金
属
用
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

金
属
３
Ｄ
積
層
造
形
に
関
連
す
る
一
連

の
装
置
を
備
え
て
い
る

。

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
誕
生
し
た

次
世
代
ゴ
ル
フ
パ
タ
ー
は
、
金
属
新
素

材
研
究
セ
ン
タ
ー
の
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、

複
雑
な
空
洞
を
持
つ
ラ
テ
ィ
ス
構
造
を

採
用
し
て
強
度
と
軽
量
化
を
兼
備
し
つ

つ
、
優
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
と
プ
レ

イ
ヤ
ー
好
み
の
打
感
の
実
現
を
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
可
能
に
し
、
プ
ロ
向
け

を
想
定
し
た
最
高
級
価
格
帯
に
属
す
る
。

こ
の
次
世
代
ゴ
ル
フ
パ
タ
ー
の
表
面

処
理
を
担
当
し
た
の
が
、
同
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ハ
ニ
ー
化

成
株
式
会
社
だ
。

金属３Dプリンターで造形した精細かつ複雑
構造の次世代ゴルフパターへの電着塗装

ハニー化成株式会社
代表取締役社長 吉田 眞也
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一
方
、
同
社
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
電

着
塗
装
は
要
求
通
り
の
効
果
の
発
揮
が

実
証
さ
れ
、
自
社
技
術
へ
の
自
信
は
一

層
高
ま
り
、
自
動
車
部
品
へ
の
進
出
等
、

今
後
の
事
業
展
開
に
お
け
る
大
き
な
収

穫
と
な
っ
た
。

地
域
企
業
を
巻
き
込
み
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
す

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
知
恵
と
技
術

力
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
ん
だ
次
世
代

パ
タ
ー
開
発
の
経
験
は
、
自
社
の
技
術

レ
ベ
ル
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
可
能
性
に
気
づ
き
を
も
た
ら
す
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

経
験
は
同
社
の
研
究
開
発
の
新
た
な
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

創
業
者
は
、
同
社
設
立
か
ら
23

年
後

の
１
９
７
５
年
、
最
先
端
の
科
学
技
術

を
吸
収
し
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
公
益
財
団
法
人
吉
田
科
学

技
術
財
団
基
金
を
設
立
し
、
国
立
研
究

機
関
や
大
学
等
の
研
究
者
を
対
象
と
し

た
助
成
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
設
立
70

周
年
の
２
０
２
２

年
に
は
、
明
石
事
業
所
に
新
設
し
た
研

究
棟
内
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
や

大
学
等
と
の
連
携
活
動
等
の
場
と
し
て

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
設
置
し
た
。
同

社
は
、
地
域
企
業
等
と
の
共
創
で
地
域

の
課
題
解
決
と
技
術
力
向
上
を
実
現
し
、

存
在
感
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

腐
食
ス
ピ
ー
ド
と
の
戦
い
を
克
服
、

電
着
塗
装
技
術
を
磨
き
上
げ
る

好
打
感
を
実
現
す
る
た
め
の
パ
タ
ー

材
料
に
は
、
Ｓ
２
０
Ｃ
と
呼
ば
れ
る
軟

鋼
が
最
適
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
材
料
は

非
常
に
腐
食
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
金
属
の
塊
か
ら
鍛
造
に
よ
っ
て

作
製
す
る
従
来
製
法
と
金
属
粉
末
を
材

料
と
す
る
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
は

造
形
後
の
材
料
組
織
も
異
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
金
属
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で
造
形
し
た
パ
タ
ー
は
、
前

処
理
液
か
ら
引
き
上
げ
た
瞬
間
か
ら
腐

食
が
始
ま
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
前
処
理
方
法
に
再
検
討

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
金
属
新
素
材

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
分
析
結
果
等
の

様
々
な
デ
ー
タ
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
踏
ま
え
、
詳
細
な
素
材
構
造
等
の

把
握
及
び
そ
の
対
処
に
試
行
錯
誤
を
重

ね
た
結
果
、
検
討
開
始
か
ら
約
１
年
を

要
し
て
前
処
理
技
術
を
確
立
し
た
。

今回開発したゴルフパターヘッド
(上)メタリック調電着処理

(下)株式会社NTTデータザムテクノロジーズ
乾式電解研磨 DLyte処理＋クリアー電着処理

(図)電着塗装の処理イメージ
電極に電流を流すと、陽極側に樹脂微
粒子が移動し、樹脂の塗膜が形成され
る。(ハニー化成株式会社HPより)

①

②

③

④

金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
造
形
物

へ
の
表
面
処
理
に
挑
戦

パ
タ
ー
の
構
造
が
複
雑
で
あ
れ
ば
、

そ
の
表
面
処
理
も
自
ず
と
高
い
技
術
力

が
求
め
ら
れ
る
。
同
社
は
複
雑
な
形
状

で
も
均
一
か
つ
高
い
密
着
性
を
発
揮
し
、

耐
食
性
に
優
れ
る
電
着
塗
装
を
施
し
た
。

塗
料
槽
に
電
気
を
流
し
て
塗
料
の
粒

子
を
装
着
す
る
電
着
塗
装
（
左
図
参

照
）
は
、
耐
食
性
の
ほ
か
、
塗
料
の
使

用
量
の
削
減
や
作
業
効
率
面
に
も
優
れ

る
。
同
社
で
は
、
電
気
絶
縁
素
材
の
ア

ル
マ
イ
ト
へ
の
電
着
塗
装
を
世
界
で
初

め
て
実
現
。
ま
た
、
塗
料
は
水
溶
性
樹

脂
を
使
用
し
環
境
に
配
慮
す
る
な
ど
の

技
術
力
が
大
手
企
業
等
か
ら
評
価
を
受

け
、
住
宅
用
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
や
ビ
ル
の

建
材
、
半
導
体
な
ど
、
多
様
な
用
途
の

様
々
な
素
材
の
表
面
処
理
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
の
造
形
へ
の
塗
装
処
理
の
挑
戦
は
、

同
社
に
と
っ
て
高
い
技
術
力
を
発
揮
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
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新
し
い
炭
素
素
材
「
グ
ラ
フ
ェ

ン
」
の
実
用
化
を
目
指
す
研
究
開

発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

炭
素
は
、
結
合
の
状
態
に
よ
っ
て
結

晶
構
造
が
異
な
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
よ
う
に
、

そ
の
結
晶
構
造
に
応
じ
て
様
々
な
性
質

を
示
す
こ
と
か
ら
、
用
途
の
広
い
素
材

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
０
年

に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
研

究
テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
グ
ラ

フ
ェ
ン
も
そ
の
１
つ
だ
。
グ
ラ
フ
ェ
ン

は
、
炭
素
原
子
が
ハ
ニ
カ
ム
構
造
で
結

合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
非
常
に
安
定
し

た
結
晶
構
造
を
持
つ
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
と
同
様
の
構
造
を
持
つ
シ
ー

ト
状
の
物
質
で
、
シ
ー
ト
の
積
層
間
の

結
合
力
は
低
い
が
、
横
方
向
の
引
っ
張

り
に
対
す
る
強
度
が
特
長
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
高
い
電
気
伝
導
性
、
熱
伝
導

性
か
ら
導
電
材
料
や
放
熱
部
材
等
、
次

世
代
の
素
材
と
し
て
世
界
で
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

株
式
会
社
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
２
０
０
７
年
に
代

表
取
締
役
の
村
松
氏
が
、
大
学
時
代
か

ら
携
わ
っ
て
い
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
研
究

を
自
ら
の
手
で
実
用
化
す
る
た
め
、
大

手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
携
わ
っ
て
い
た
炭

素
材
料
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
に

伴
い
、
退
職
後
設
立
し
た
研
究
開
発
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
だ
。

世界に先駆けグラフェンの実用化に成功

株式会社インキュベーション・アライアンス
代表取締役 村松 一生



18

株式会社インキュベーション・アライアンス
・設立：2007年
・資本金：5,000万円
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・ URL： https://incu-alliance.co.jp/

攻
め
の
経
営
で
グ
ラ
フ
ェ
ン
事
業
の

加
速
化
へ

グ
ラ
フ
ェ
ン
を
実
用
化
し
た
い
と
の
強

い
思
い
を
持
っ
て
創
業
し
た
村
松
氏
は
、

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
課
題
と

な
り
が
ち
で
あ
る
リ
ソ
ー
ス
の
確
保
に
つ

い
て
、
研
究
開
発
費
は
戦
略
的
基
盤
技
術

高
度
化
支
援
事
業
（
サ
ポ
イ
ン
事
業
）
な

ど
の
国
の
補
助
金
を
獲
得
。
必
要
機
器
は

前
職
の
伝
手
で
譲
り
受
け
る
な
ど
、
積
極

的
な
姿
勢
で
乗
り
越
え
た
。
同
社
は
海
外

展
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
前
述
の
米

国
の
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
放
熱
部
材
開
発

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
革
新
的
な
技
術

や
製
品
の
採
用
に
難
色
を
示
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
受
容
度
の
高
い
米
国
に
乗

り
込
ん
だ
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
ま
た
、

世
界
の
市
場
獲
得
を
視
野
に
、
製
品
や
研

究
成
果
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
国
内
外
の

展
示
会
へ
の
出
展
や
、
新
し
い
技
術
の
種

や
共
同
研
究
先
の
発
掘
の
た
め
に
学
会
へ

も
積
極
的
に
出
席
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
が
奏
功
し
、
研
究
成
果

及
び
そ
の
将
来
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、
企

業
や
金
融
機
関
、
株
式
会
社
産
業
革
新
機

構
（
現
株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
）
等
か
ら
の

出
資
を
次
々
に
獲
得
し
、
２
０
２
３
年
４

月
に
は
株
式
会
社
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
（
東
京
都
、

資
本
金
２
３
０
億
円
）
が
出
資
す
る
等
、

更
に
整
っ
た
経
営
環
境
の
下
、
技
術
開
発

及
び
用
途
開
拓
に
邁
進
し
、
グ
ラ
フ
ェ
ン

事
業
化
を
更
に
加
速
す
る
。

共
同
研
究
等
で
実
績
を
積
み
重
ね

る
同
社
は
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
実
用
化
に

向
け
て
共
同
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
米
国
の
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
と

の
放
熱
部
材
の
開
発
の
ほ
か
、
同
セ
ン

タ
ー
と
は
、
同
社
が
設
計
製
作
し
た
グ

ラ
フ
ェ
ン
を
均
一
に
塗
布
す
る
装
置
を

使
用
し
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
を
高
い
充
填
率

か
つ
高
い
生
産
性
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
、
軽
量
で
高
強
度
の
グ
ラ
フ
ェ
ン

シ
ー
ト
を
共
同
開
発
し
た
。

ま
た
、
直
近
で
は
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
、
理
化
学
研
究
所
、
兵
庫

県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
で
、
世
界
で

初
の
グ
ラ
フ
ェ
ン
中
性
子
高
強
度
材
の

開
発
を
進
め
る
な
ど
、
30

社
以
上
の

企
業
と
の
協
業
を
進
め
て
い
る
。

世
界
初
の
多
層
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
無

基
板
、
無
触
媒
の
直
接
合
成
に
成

功
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
、
触
媒
を
用
い
て
炭

素
を
含
む
ガ
ス
を
化
学
反
応
さ
せ
る
Ｃ

Ｖ
Ｄ
法
で
製
造
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

同
社
は
独
自
の
製
造
方
法
に
よ
り
、
積

層
数
が
数
層
の
多
層
グ
ラ
フ
ェ
ン
を
無

基
板
、
無
触
媒
で
直
接
合
成
す
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。
高
純
度

の
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
大
量
合
成
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
さ

れ
て
い
た
生
産
性
及
び
製
造
コ
ス
ト
を

大
幅
に
改
善
し
、
実
用
化
へ
大
き
く
前

進
し
た
。
更
に
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
分
散

液
の
製
品
化
や
、
困
難
と
言
わ
れ
て
い

た
シ
ー
ト
状
や
イ
ン
ゴ
ッ
ト
（
直
方
体

の
立
体
加
工
）
の
形
状
の
製
造
技
術
の

確
立
に
も
成
功
し
た
。

村
松
氏
は
、
大
手
企
業
で
の
研
究
経

験
か
ら
分
析
等
の
機
器
の
使
用
に
手
慣

れ
て
お
り
、
創
業
当
初
か
ら
気
軽
か
つ

積
極
的
に
兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
分
析
機
器
等
を
使
用
し
た
。
機

器
等
の
利
用
を
重
ね
る
う
ち
に
、
当
時

の
機
器
管
理
担
当
者
と
現
在
に
至
る
長

年
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
新
た
な
視
点

の
助
言
等
を
通
じ
て
信
頼
が
構
築
さ
れ
、

担
当
者
か
ら
共
同
研
究
を
行
う
良
き
相

談
相
手
へ
と
両
者
の
関
係
は
変
化
し
た
。

【右図】
グラフェンフラワーBL
（グラフェンを原料と
して使用し、特殊な成
型方法で製造したグラ
ファイトブロック）

【左図】
グラフェンフラワーＳＰ
（グラフェンフラワーＢ
Ｌを任意の厚さ（0.3㎜
～100㎜）で切り出した
ヒートスプレッダー）
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養
蜂
業
か
ら
濃
縮
飲
料
等
の
ポ
ー

シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
製
造
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
企
業
へ

シ
ロ
ッ
プ
や
濃
縮
飲
料
等
の
個
包
装

ポ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
製
造
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
企
業
、
株
式
会
社
や
ま
と
蜂
蜜
は
、

１
９
４
５
年
に
養
蜂
業
と
し
て
創
業
し

た
。
１
９
７
５
年
に
シ
ロ
ッ
プ
ポ
ー

シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
充
填
事
業
へ
参
入
し
、

食
文
化
の
変
化
に
伴
い
大
手
食
品
問
屋

や
大
手
珈
琲
メ
ー
カ
ー
及
び
外
食
産
業

等
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
手
掛
け
る
よ
う
に
。
ま

た
、
充
填
す
る
液
体
も
液
体
調
味
料
や

濃
縮
飲
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
等
へ
拡

大
す
る
な
ど
、
ポ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
製

造
は
同
社
の
主
力
事
業
へ
成
長
し
た
。

老舗同士の共同開発から誕生した新感覚の蜂蜜酒(1/2)

株式会社やまと蜂蜜
代表取締役 鳥居 大嗣

偶
然
見
つ
け
た
公
設
試
の
技
術

シ
ー
ズ
で
、
蜂
蜜
か
ら
新
し
い
企

業
価
値
の
創
造
を
目
指
す

同
社
代
表
取
締
役
の
鳥
居
氏
は
、
代

表
取
締
役
の
就
任
前
か
ら
、
新
た
な
企

業
価
値
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
新
規
事
業

を
祖
業
の
養
蜂
事
業
か
ら
誕
生
さ
せ
た

い
と
の
想
い
を
持
っ
て
お
り
、
ヒ
ン
ト

を
求
め
て
奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
目
に
留

ま
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
蜂
蜜
酒
の
開
発

に
関
す
る
研
究
発
表
資
料
が
、
ま
さ
に

鳥
居
氏
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
た
も
の
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他
社
の
姿
勢
を
学
び
、
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「M

e
e

ts
 P

ro
d

u
c
ts

」

が
始
動

共
同
開
発
の
経
験
は
同
社
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。
特
に
、

多
く
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
を
満
足
さ
せ
る

高
い
レ
ベ
ル
の
醸
造
技
術
や
、
製
品
へ

の
強
い
こ
だ
わ
り
等
、
奈
良
豊
澤
酒
造

株
式
会
社
の
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
と

姿
勢
に
接
し
た
こ
と
は
、
同
社
に
と
っ

て
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
社
で
は
蜂
蜜
を
用
い
た
飲

料
製
造
を
第
２
の
事
業
の
柱
に
成
長
さ

せ
る
べ
く
、
外
部
資
源
と
の
組
み
合
わ

せ
で
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く

社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「M

e
e
ts

 

P
ro

d
u

c
ts

」
が
発
足
。
交
配
用
の
ミ
ツ

バ
チ
の
貸
出
先
の
苺
農
家
か
ら
譲
り
受

け
た
規
格
外
の
奈
良
の
ブ
ラ
ン
ド
苺

「
古
都
華
」
を
原
料
と
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
リ
キ
ュ
ー
ル
の
開
発
を
は
じ
め
、
奈

良
県
の
様
々
な
地
域
資
源
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
社
は
、
様
々
な
企
業
と
の
交
流
を
通

じ
て
蜂
蜜
に
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、

企
業
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

地
元
老
舗
蔵
元
、
公
設
試
と
の

３
者
に
よ
る
新
感
覚
の
蜂
蜜
酒

の
開
発

発
酵
に
は
清
酒
酵
母
を
使
用
す
る

た
め
、
日
本
酒
メ
ー
カ
ー
の
協
力
は

不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
交
流
は

な
か
っ
た
が
、
近
隣
に
所
在
す
る
奈

良
県
を
代
表
す
る
日
本
酒
の
蔵
元
の

１
つ
、
奈
良
豊
澤
酒
造
株
式
会
社
へ

共
通
の
知
人
を
介
し
て
企
画
を
打
診

し
た
と
こ
ろ
了
承
が
得
ら
れ
、
同
セ

ン
タ
ー
と
３
者
に
よ
る
念
願
の
共
同

開
発
に
着
手
し
た
。

蜂
蜜
酒
は
、
水
で
希
釈
し
た
蜂
蜜

に
酵
母
を
加
え
発
酵
さ
せ
た
人
類
最

古
の
酒
で
ミ
ー
ド
と
も
呼
ば
れ
る
。

共
同
開
発
で
は
、
既
存
の
ミ
ー
ド
と

の
差
別
化
の
た
め
、
色
、
風
味
、
味

の
目
標
を
設
定
し
実
現
へ
の
製
法
を

模
索
し
た
。
採
取
す
る
花
の
種
類
で

異
な
る
蜂
蜜
の
種
類
、
蜂
蜜
の
希
釈

度
、
ま
た
、
発
酵
条
件
等
、
数
多
く

の
醸
造
条
件
の
組
み
合
わ
せ
を
試
行

錯
誤
し
た
が
、
目
標
達
成
が
困
難
で

妥
協
す
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
は

商
品
化
を
目
指
す
開
発
当
初
の
同
社

株式会社やまと蜂蜜
・設立：1968年（創業1945年）
・資本金：8,500万円
・従業員数：65名

・業種：シロップや濃縮飲料等のポーション
パック製造、はちみつの採取・生産・販売

・所在地：奈良市田中町324
・URL：https://www.yamato-honey.co.jp/

で
あ
っ
た
た
め
、
蜂
蜜
酒
開
発
の
着

手
を
決
意
し
た
。

の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
、
親
身
か
つ

積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
同
社
は
一
般
的
に
は

食
前
酒
と
し
て
飲
ま
れ
る
蜂
蜜
酒
を
食

事
中
に
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
完
成
さ

せ
、
２
０
２
３
年
４
月
に
販
売
を
開
始

し
た
。
明
る
い
金
色
で
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
は
既
存
の
ミ
ー
ド
の
約
半
分
の
６
％
、

ま
た
、
蜂
蜜
の
風
味
を
残
し
な
が
ら
甘

す
ぎ
ず
、
チ
ー
ズ
や
燻
製
と
好
相
性
だ
。

ま
た
、
奈
良
県
が
運
営
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
販
売
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。
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日
本
酒
発
祥
の
地
、
奈
良
の
老
舗

蔵
元奈

良
豊
澤
酒
造
株
式
会
社
は
、
日
本

酒
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
奈
良
で
１
８

６
８
年
の
創
業
以
来
、
ほ
と
ん
ど
機
械

化
せ
ず
手
造
り
に
こ
だ
わ
っ
た
酒
造
り

に
徹
す
る
老
舗
の
蔵
元
だ
。
２
０
２
３

年
５
月
の
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
を

受
賞
し
た
、
同
社
を
代
表
す
る
「
大
吟

醸

豊
祝
」
を
は
じ
め
、
同
社
の
商
品

は
多
く
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
か
ら
支
持
さ

れ
て
い
る
。

奈良豊澤酒造株式会社
代表取締役社長 豊澤 孝彦

近
隣
の
老
舗
企
業
か
ら
の
声
が
け

で
始
ま
っ
た
蜂
蜜
酒
の
開
発

同
社
は
奈
良
県
内
の
蔵
元
27

社
が

加
入
す
る
奈
良
県
酒
造
組
合
に
属
し
、

奈
良
県
産
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
と
は
、

清
酒
の
品
質
関
係
の
試
験
や
日
本
酒
研

究
会
、
同
セ
ン
タ
ー
の
発
酵
に
関
す
る

研
究
開
発
に
お
け
る
連
携
実
績
等
、
長

年
に
わ
た
る
交
流
が
あ
る
。
し
か
し
、

同
セ
ン
タ
ー
の
蜂
蜜
酒
に
関
す
る
研
究

開
発
報
告
書
の
存
在
は
、
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
た
や
ま
と
蜂
蜜
株
式
会
社

か
ら
の
企
画
提
案
で
初
め
て
知
っ
た
。

や
ま
と
蜂
蜜
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
近

隣
に
あ
る
養
蜂
業
の
老
舗
程
度
し
か
知

ら
な
か
っ
た
が
、
蒸
留
酒
や
醸
造
酒
に

老舗同士の共同開発から誕生した新感覚の蜂蜜酒(2/2)
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な
可
能
性
の
気
づ
き
や
次
の
展
開
へ
の

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

湧
き
上
が
り
、
小
ロ
ッ
ト
の
醸
造
が
可

能
な
設
備
の
導
入
等
、
新
商
品
の
開
発

の
検
討
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

蜂
蜜
と
の
出
会
い
は
地
域
資
源
の
魅
力

を
改
め
て
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。同

社
周
辺
に
は
奈
良
市
内
の
古
い
田

園
風
景
が
残
り
、
様
々
な
農
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
地
元
の
新
鮮

な
農
作
物
に
地
域
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
見
出
し
、
直
営
の
飲
食
店
舗
で
自

社
の
清
酒
に
マ
ッ
チ
す
る
料
理
の
食
材

に
使
用
し
好
評
を
得
て
い
る
。
同
社
は
、

新
た
な
挑
戦
を
通
し
て
日
本
酒
の
醸
造

技
術
を
磨
き
、
地
域
資
源
と
の
掛
け
合

わ
せ
に
よ
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
新
し

い
日
本
酒
文
化
の
創
造
と
発
信
へ
の
挑

戦
を
続
け
る
。

香
味
の
官
能
検
査
、
保
存
状
況
に
よ

る
品
質
保
持
の
検
査
に
加
え
、
同
社
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
機
能
を
持
つ
直

営
の
飲
食
店
舗
で
の
試
飲
等
、
度
重
な

る
試
行
を
経
て
新
感
覚
の
蜂
蜜
酒
が
完

成
し
た
。

果
実
な
ど
で
風
味
付
け
を
す
る
リ

キ
ュ
ー
ル
と
は
異
な
る
、
清
酒
酵
母
に

よ
る
発
酵
に
日
本
酒
の
新
た
な
可
能
性

を
感
じ
て
参
画
を
決
断
。
３
者
の
共
同

研
究
に
よ
る
新
し
い
蜂
蜜
酒
の
開
発
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

奈良豊澤酒造株式会社
・設立：1955年（創業1868年）
・資本金：2,500万円
・従業員数：25名

・業種：清酒製造業
・所在地：奈良県奈良市今市町405
・URL：http://nara-toyosawa.jp/

清
酒
酵
母
に
よ
る
発
酵
力
低
下
な

ど
の
課
題
を
克
服

清
酒
は
蒸
し
た
米
に
清
酒
酵
母
と
米

麹
を
添
加
し
て
製
造
す
る
が
、
同
セ
ン

タ
ー
が
研
究
開
発
し
た
蜂
蜜
酒
は
、
蜂

蜜
に
酵
母
と
米
麹
を
添
加
す
る
た
め
、

香
味
に
課
題
が
あ
っ
た
。
香
味
の
改
善

の
た
め
、
酵
母
を
清
酒
酵
母
に
、
蜂
蜜

を
国
産
蜂
蜜
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
清

酒
酵
母
は
蜂
蜜
に
対
し
て
発
酵
力
が
弱

く
、
ま
た
、
醸
造
の
ロ
ッ
ト
を
研
究

ベ
ー
ス
か
ら
商
品
化
ベ
ー
ス
に
増
量
し

た
場
合
も
研
究
成
果
と
同
等
の
仕
上
が

り
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題

解
決
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
と
清
酒
酵

母
の
発
酵
力
を
補
助
す
る
米
麹
と
の
バ

ラ
ン
ス
や
原
料
の
使
用
量
及
び
、
発
酵

条
件
の
試
行
錯
誤
が
続
い
た
。

ま
た
、
日
本
酒
の
醸
造
の
過
程
で
濁

り
の
除
去
や
品
質
の
保
持
を
目
的
に
澱

（
お
り
）
を
取
り
除
く
が
、
蜂
蜜
酒
の

場
合
は
澱
を
取
り
除
く
新
手
法
の
確
立

を
要
し
た
。
更
に
、
蜂
蜜
ら
し
い
色
や

地
域
資
源
と
の
掛
け
合
わ
せ
で
奈

良
の
蔵
元
と
し
て
の
企
業
価
値
を

高
め
て
い
く

接
点
が
な
か
っ
た
地
元
の
異
業
種
企

業
と
の
共
同
開
発
を
通
じ
た
交
流
は
大

き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
日
本
酒
の
新
た
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株式会社八旗農園
KIZASHI
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「
あ
ら
川
の
桃
」
の
産
地
、
和
歌
山

県
紀
の
川
市
で
ど
こ
に
も
負
け
な
い

桃
づ
く
り

株
式
会
社
八
旗
農
園
は
、
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
「
あ
ら
川
の
桃
」
の
産
地
で
あ

る
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
所
在
す
る
、

桃
の
生
産
販
売
及
び
果
物
の
受
託
加
工

企
業
で
あ
る

。
同
社
は
、
２
０
０
９
年

に
「
自
分
で
栽
培
し
た
桃
を
自
分
の
手

で
売
り
た
い
」
と
い
う
共
通
の
思
い
で
、

地
元
農
家
と
異
業
種
か
ら
の
新
規
就
農

者
の
３
者
が
桃
の
共
同
直
売
所
を
立
ち

上
げ
た
。
そ
の
後
、
地
ビ
ー
ル
製
造
企

業
か
ら
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
用
の
ピ
ュ
ー

レ
の
供
給
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
株
式
会
社
八
旗
農
園
を
設
立

し
、
地
場
で
採
れ
た
規
格
外
の
桃
の
加

工
場
の
操
業
を
開
始
し
た
。

本来の鮮明な緑色が加熱加工後も保持できる
国産キウイフルーツピューレの開発

株式会社八旗農園 代表取締役 高平昌英

変
色
を
共
同
研
究
で
克
服
し
、

安
心
安
全
の
ピ
ュ
ー
レ
の
完
成

操
業
す
る
中
で
、
桃
以
外
の
地
元
紀

の
川
の
特
産
果
物
の
加
工
も
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
扱
う
果
物
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
鮮

や
か
な
緑
色
は
他
の
果
物
ピ
ュ
ー
レ
と

の
色
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
商
品
展
開

に
お
け
る
訴
求
効
果
を
発
揮
す
る
と
考

え
、
加
工
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、

一

般
的
な
果
物
の
変
色
を
抑
制
す
る
従
来
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株式会社八旗農園
・設立：2014年
・資本金：998万円
・従業員数：54名

・業種：農業・食品加工業
・所在地：和歌山県紀の川市桃山町元266-3
・URL： https://www.hakkifarm.com/

の
継
続
雇
用
ま
た
は
独
立
の
選
択
が
可

能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
内
の
人
材
育

成
に
も
積
極
的
で
、
毎
年
、
同
社
の
社

員
を
１
年
間
、
和
歌
山
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
へ
研
修
生
と
し
て
派
遣
し
、
果
物

加
工
に
関
す
る
様
々
な
専
門
技
術
を
身

に
着
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
員
の
自
信

や
仕
事
に
対
す
る
誇
り
に
繋
げ
て
い
る
。

現
在
は
、
和
歌
山
県
が
全
国
生
産
量

１
位
を
誇
る
八
朔
の
苦
み
成
分
に
含
ま

れ
る
健
康
や
美
容
に
対
す
る
効
果
な
ど

に
着
目
し
、
紀
の
川
市
が
推
進
す
る
、

八
朔
の
新
た
な
活
用
に
よ
り
地
域
活
性

化
を
図
る
「
紀
の
川
は
っ
さ
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

」
に
参
加
し
て
い
る
。
今

後
も
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

を
目
指
し
た
活
動
に
取
り
組
む
。

の
加
工
方
法
で
は
、
本
来
の
鮮
や
か
な

緑
色
が
失
わ
れ
、
濁
っ
た
よ
う
な
色
に

変
色
す
る
問
題
に
直
面
し
頭
を
悩
ま
せ

て
い
た
。
着
色
に
よ
り
緑
色
が
保
持
で

き
る
は
ず
だ
が
、
同
社
は
添
加
物
を
加

え
る
こ
と
な
く
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
本
来

の
鮮
や
か
な
緑
の
ピ
ュ
ー
レ
を
製
造
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
果
物
加
工
関
係
の
勉
強
会

に
出
席
し
て
い
た
同
社
は
、
和
歌
山
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
声
を
か

け
ら
れ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
加
熱
加

工
時
の
変
色
の
悩
み
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

食
品
加
工
に
知
見
を
有
す
る
和
歌
山
工

業
高
等
専
門
学
校
の
紹
介
を
受
け
、
共

同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
製
造
工
程

に
お
け
る
様
々
な
条
件
等
を
変
え
な
が

ら
３
者
で
実
験
を
重
ね
た
結
果
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
の
変
色
の
原
因
を
突
き
止

め
、
同
社
は
念
願
の
加
熱
加
工
後
も
変

色
を
抑
制
す
る
特
殊
な
加
工
技
術
を
確

立
し
た
。
こ
の
特
殊
な
加
工
方
法
に
よ

り
、
同
社
は
本
来
の
鮮
や
か
な
緑
色
を

保
持
し
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
ピ
ュ
ー
レ

の
製
造
に
成
功
し
た
。
産
地
農
家
が
営

む
企
業
が
拘
り
を
持
っ
て
製
造
し
た
加

工
品
は
、
鮮
度
や
味
と
い
っ
た
素
材
の

良
さ
を
最
大
限
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で

な
く
、
安
全
、
安
心
に
お
け
る
信
頼
感

か
ら
、
食
に
拘
り
を
持
つ
小
売
店
や
飲

食
店
等
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

加熱してもキウイ本来の緑色を保持できるよ
うに独自の特殊製法により製造したピューレ

次
代
を
担
う
新
規
就
農
者
の
育
成

に
取
り
組
み
、
農
業
の
「
紀
の
川

モ
デ
ル
」
を
作
り
た
い

同
社
は
、
従
来
の
伝
統
栽
培
法
を
継

承
し
つ
つ
、
新
た
な
栽
培
技
術
の
導
入

に
よ
る
作
物
の
品
質
向
上
や
自
社
で
の

作
物
の
加
工
、
販
売
先
の
開
拓
を
進
め

る
な
ど
、
次
々
と
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
ど
こ
に

も
負
け
な
い
桃
作
り
へ
の
思
い
と
、
就

農
に
不
安
を
感
じ
る
若
者
に
農
業
で
十

分
に
生
計
を
立
て
て
い
け
る
姿
を
見
せ

た
い
、
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

次
代
の
就
農
者
の
育
成
の
た
め
、
採

用
か
ら
４
年
後
の
独
立
を
目
標
と
し
た

新
規
就
農
希
望
者
の
採
用
に
注
力
し
て

い
る
。
採
用
か
ら
４
年
後
は
、
同
社
で
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当局では、当局管内に立地する工業系の公設試の紹介冊子「公設試のす

すめ」を作成し、各公設試に設置してある多様な機器の説明、依頼試験や

技術指導などの支援メニューの利用方法をわかりやすく紹介しております。

また、先端技術の活用を期待できる、産業技術総合研究所関西センターの

紹介もございます。本ガイドブックを御覧いただきまして、一番近くで頼

れる技術相談窓口「公設試」を積極的に気軽にご活用ください。
「公設試のすすめ2023」

(外部リンク)

公設試のすすめ 2023

公設試担当者のコメント

近畿管内の公設試のご紹介

■ヤマウチマテックス・エンジニアリング
株式会社

医療分野の技術開発については当センターにお
いて力を入れている分野に位置づけています。
人工骨幹の強度評価および強度が出ていない場
合の原因究明を金属ＡＭの知見も踏まえて行い
ました。また、医療機器の検査に対応する検査
機器等は厳格な規定があるため、当センターに
おいて対応不可能な場合は、全国でも適格な機
器を保有する公設試が限られることから、全国
の公設試のネットワークを活用し、企業のご要
望に合う機器を提供できる施設を紹介しました。

■國友熱工株式会社

課題解決の鍵となった水素含有量の測定方法
の提案や検査機器使用におけるアドバイス、
また、補助金採択を目指して研究課題等の明
確化等、申請内容についてのディスカッショ
ンを行いました。
同社とは竜王工場設立以来の長い交流があり
ますが、センター内の人事異動によりご利用
に支障が出ないよう、担当者間で案件の的確
な管理を心がけています。

福井県工業技術センター
福井市川合鷲塚町61字北稲田10

■株式会社杣長

使用感という人の感覚を物理特性として評価
する研究に取り組んでいる中で、株式会社杣
長の化粧用パフ生地と出会い、その触感の心
地よさと種類の多さに魅了され、今回の取り
組みに繋がっています。同社にとって、ユー
ザーの生の声に直接触れる機会となり、新た
な発想の一助になったのであれば大変嬉しく
思います。
これからも評価技術を通してものづくり支援
に努めてまいります。

滋賀県東北部工業技術センター
（長浜庁舎）
滋賀県長浜市三ツ矢元町27-39
（彦根庁舎）
滋賀県彦根市岡町52

将来的に販売促進にITの活用も検討いただく
きっかけとして、「バーチャル仏壇」の提案及
び作成を担当しました。
また、滋賀県内の産地の状況を熟知しているこ
とから、産地の製品が自由壇においてその特色
等を十分に生かせるよう、産地間のコーディ
ネータ役として、製作の検討段階から積極的に
調整等を行い、滋賀県の工芸の技が集結した自
由壇が実現しました。

(地独)京都市産業技術研究所
京都市下京区中堂寺粟田町91
京都リサーチパーク9号館南棟

滋賀県東北部工業技術センター
（長浜庁舎）
滋賀県長浜市三ツ矢元町27-39
（彦根庁舎）
滋賀県彦根市岡町52

■合同会社NANAPLUS

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/sangiren/susume/susume.html
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■プランドゥシー・メディカル株式会社

森之宮センターは化学分野に強みを持ち、企業
規模や所在地に関係なく全国の企業からのご利
用や、国内展示会への積極的な出展等を通じて
情報収集力やネットワーキング力を高め、地域
企業等の課題解決のアドバイスをはじめ、共同
研究、マッチング機会の提供等のイノベーショ
ンのコーディネートを行っています。レンタル
ラボのご利用を通じて様々なサービスをご利用
いただくことで、当センターの企業に対する理
解が深まり、企業に適したビジネスの発展につ
ながる情報提供やアドバイスをしています。

■株式会社やまと蜂蜜
奈良豊澤酒造株式会社

当センターが開発したはちみつ酒の研究報告か
ら、いかにオリジナリティを創出するかについ
て、２社が新しいはちみつ酒に期待するイメー
ジや色、味、飲酒する場面や適した料理等を明
確化し最終目標を共有すべく、３者でコミュニ
ケーションを重ね、何度も試験発酵を行いまし
た。また、技術面では、オリジナリティを出す
ための原料変更による発酵不足など、従来の清
酒醸造技術では解決できない課題について、意
見交換を牽引するなど、開発の推進役を担い、
納得のいくはちみつ酒が完成しました。

(地独)大阪産業技術研究所
森之宮センター
大阪市城東区森之宮1丁目6番
50号

同社が初めて当センターをご利用いただいて以
来、交流を続けさせていただいています。機器
のご利用目的が革新的な技術開発で、機器の扱
いにも慣れておられるため、ご利用当初は機器
の使用方法のご説明程度でした。しかし、ご利
用回数が増えるにつれ、機器の利用目的や観察
や確認の意図やポイントなどが理解できるよう
になり、機器のご利用の際には新たな視点での
観察や確認方法のご提案のほか、同社との共同
研究にも参画しています。

■株式会社
インキュベーション・アライアンス

先ずは技術相談からを合言葉に、相談から適
切に「企業が今困っていること・将来の発展
に貢献できること」を捉え、漠然とした課題
の明確化に努めアドバイスするなど企業との
連携を強化しています。本件は相談時点から
企業の課題が明確で、知見を持つ和歌山工業
高等専門学校と八旗農園との三者で共同研究
を進めることができました。また、開発にお
いては、食品開発関連機器を機能的に集約し
た「フードプロセッシングラボ」をご活用い
ただき、スピードアップを図りました。

和歌山県工業技術センター
和歌山市小倉60番地

■株式会社八旗農園

■富士高周波工業株式会社

短期間でレーザ焼入れ設備を導入されたご決
断に驚きましたが、その決断が良かったと
思っていただけるよう、導入時点からレーザ
焼入れ条件の選定方法や装置改良のアドバイ
ス等、きめ細かなサポートを心がけました。
また、導入後は、共同研究等を通じて、レー
ザ焼入れ技術をはじめとする金属熱処理加工
の高度化の実現に向けた同社の熱意を支援し
てきました。現在は、金属ワイヤーを使用す
る金属３Ｄプリンターを導入した、新たなプ
ロジェクトに参画しています。

(地独)大阪産業技術研究所
和泉センター
和泉市あゆみ野2丁目7-1

■ハニー化成株式会社

「ひょうごメタルコンソーシアム」の目的の、
金属３D積層造形の技術力の向上及び普及を目指
し、「金属新素材研究センター」のコーディ
ネータとの連携により、コンソーシアムのメン
バーが金属３D積層造形技術に接する機会を創出
しています。また、技術開発において生じる
様々な課題の解決において、当センター職員及
びコーディネータが有する知見やネットワーク
をフル活用してサポートし、利用者が金属３D積
層造形への知見が高まるように心がけています。

兵庫県立工業技術センター
神戸市須磨区行平町3-1-12

奈良県産業振興総合センター
奈良市柏木町129-1

兵庫県立工業技術センター
神戸市須磨区行平町3-1-12



編集後記

27

バックナンバーのご紹介

Vol.1 当局若手職員が注目した企業編 2019.5

Vol.2 オープンファクトリー編 2019.6

Vol.3 社員も会社も輝く企業編 2019.7

Vol.4 20代の起業家編 2019.9

Vol.5 2019上半期特別編 2019.1

Vol.6 新たな価値を生み出すコネクター編 2019.12

Vol.7 尖る中小企業のブランディング編 2020.2

Vol.8 食品ロス削減に貢献する企業編 2020.3

Vol.9 商工会議所（地域の取組）編 2020.5

Vol.10 社会変化に対応する働き方編 2020.7

Vol.11 新たな日常に向き合うビジネス編 2020.1

Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 コロナに負けない小売・流通・サービスの前向きデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業～編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策編 2022.2

Vol.18 8 future technologies in Kansai – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 - 2022.10

Vol.19 社会課題解決とともに成長する企業 – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02 - 2022.12

Vol.20 不変と可変 -揺るぎない価値観、絶え間ない挑戦- 2023.1

Vol.21 事業再構築で動き出すそれぞれの未来 2023.2

Vol.22 第9回 ものづくり日本大賞編 2023.4

番外編 2022 副業・兼業人材活用事例集「身近な事例から学ぶ人材と企業の新しい『関わり方』」 2023.5

本誌では、１１社から、課題解決や新たな事業展開の糸口を見つけるために公設試を活用し、大
学、他企業等へとネットワークの拡大を通じて、飛躍に至った過程を伺いました。

取材から見えてきた「公設試」における共通点は、相談者の利益を第一に考え、コミュニケー
ションを重ねることで、最善方法を積極的に提案する姿勢でした。
きっかけがないとなかなか敷居が高く感じるかもしれませんが、まずはセミナーや研究報告会等

の機会を捉えてお気軽に公設試をご見学ください。
相談企業の未来を親身になって考えてくれる担当者との出会いが、これからの皆様のご活躍を支

えてくれることと思います。

最後になりましたが、本書の作成・編集にあたり、御協力いただいた企業の皆様に御礼申し上げ
ます。本冊子が多くの企業、支援機関に届き、未来を見据えてチャレンジする皆様の一助になれば
幸いです。

https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei1.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei2.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei3.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei4.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei5.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei6.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei7.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei8.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei9.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei10.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei11.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei12.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei13.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei14.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei15.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei16.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei17.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei18.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei19.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei20.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/230216jirei.pdf
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei22.html
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